
技術概要

ネブライザの詰まり

チップの詰まり

ネブライザチップに詰まったサンプル

ICP-OES ネブライザの詰まりの 
簡単な除去手順

詰まりの解消によって ICP-OES の生産性が向上

ネブライザが汚れると、エアロゾル生成が制限され、感度や真度、精度が低下します。特に問
題になるのは、機器の性能低下につながるネブライザ流量の減少です。

ネブライザの詰まりを防ぐための最善の方法はサンプルの前処理を確実に行うことです。すべ
てのサンプルと、吸引するその他の溶液を必ずろ過して、粒子を除去してください。またサンプ
ル、標準液、リンス液にはできるだけフタをして、ラボ環境から小さなほこりが入らないように
する必要があります。キャップに小さい穴のあるリンス用の広口ボトルを使用すると、溶液に
ほこりが入るリスクを最小限に抑えられます。

サンプル間や分析の終了時に定期的にすすぎ、さらに定期的にクリーニングすることを推奨し
ます。不適切な方法でクリーニングすると、ネブライザを損傷する恐れがあります。この技術
概要では、ネブライザを定期的にクリーニングし、詰まりが発生した場合に除去する手順を説
明します。 



ICP-OES のトラブルシューティングとメンテナンスのビデオ:  
ネブライザ

ネブライザのメンテナンスの詳細と、ペリスタルティックポンプ
チューブを最大限有効に活用する方法を説明します。今すぐ見る

塩の堆積を除去する手順:  

1.   25 % の洗浄溶液に一晩浸します。 

2. 一晩浸した後に脱イオン水で洗い流します。

汚れが残った場合

頑固な汚れを除去する手順:  

1.    ネブライザを濃硝酸に一晩浸します。ピペットを使って、ネブ
ライザキャピラリ内に気泡が入り込まないようにしてください。 

2.  一晩浸した後に脱イオン水で洗い流します。

同軸ネブライザの定期的なクリーニング 

適切な洗浄液 (メタノールまたは 2.5 % 洗浄液など) でバックフ
ラッシュしてください。専用ネブライザクリーニングツール (P/N 
G3266-80020) の使用を推奨します。

ネブライザクリーニングツールがない場合は、次のいずれかの代
替方法でネブライザをバックフラッシュします。

1.  サンプル注入口に接続されたペリスタルティックポンプチュー
ブを使用して、ネブライザチップ全体に洗浄液を逆流でポンプ 
注入します。

2.  真空アスピレータでサンプル注入口から吸引します。 

3.  柔らかいプラスチックチューブ (短いペリスタルティックポンプ
チューブなど) を使用して、洗浄液の入ったシリンジをネブラ
イザチップに接続します。シリンジを使って、ネブライザチップ
全体に洗浄液を慎重に排出します。ネブライザチップがシリン
ジの先端に触れないようにする必要があります。シリンジプラ
ンジャに圧力を加えるときは、過度な力を加えないでください。

注意: 

 – ガラス同軸または OneNeb ネブライザのクリーニン
グ時に、超音波洗浄器にかけたりワイヤを使用した
りしないでください。

 – ガラスまたは石英製のサンプル導入コンポーネント
に、フッ酸を使用しないでください。 

 – 取り扱いや取り付けの際は十分にご注意ください。
過剰な力を加えるとネブライザが破損することがあ
ります。 

OneNeb ネブライザの定期的なクリーニング 

Agilent ネブライザクリーニングツールを Agilent OneNeb ネブ
ライザのバックフラッシュに使用することはできません。同軸ネブ
ライザとは構造が異なるためです。

Agilent OneNeb ネブライザのクリーニングの正しい 
手順とメンテナンスガイドについては、こちらをクリックして
ください。

https://www.chem-agilent.com/pdf/5991-3665JAJP.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1003379


詰まりを最小限に抑えてできる限り長く使うためのヒント

 – サンプル容器に必ずフタまたはカバーをかけます。

 – 詰まりを起こす可能性のある大きめの微粒子を分離
するため、必要に応じて溶液をフィルタまたは遠心分
離してください。

 – サンプル間および分析後に、定期的に洗浄液ですすぐ
と、ネブライザ内に被覆層が形成されにくくなります。

 – 先端に破損や削れのあるネブライザは交換する必要
があります。

 – ガラス製サイクロニックスプレーチャンバ内に、霧ま
たはエアロゾルが形成される場合は、ネブライザが
問題なく機能しています。霧を目で確認できない場
合、または霧の発生が不安定な場合は、ネブライザ
が部分的または全体的に詰まっている可能性が考え
られます。

 – ネブライザの詰まりは、ネブライザ全体に洗浄液をポ
ンプ注入することで解消する場合があります。それで
も詰まりが解消しないときは、ネブライザのバックフ
ラッシュをお試しください。 

ICP-OES の一般的な問題の解決に役立つ 
ビデオリソース 
Agilent OneNeb シリーズ 2 ネブライザ

Agilent OneNeb シリーズ 2 ネブライザを導入することで、感度
と精度が高まり、総溶解固形分 (TDS) の高いサンプルに対する
耐性が向上します。今すぐ見る

ICP-OES のトラブルシューティングとメンテナンス:   
スプレーチャンバ

スプレーチャンバをクリーニングして性能を維持する方法や、 
各種スプレーチャンバの詳細について説明します。今すぐ見る

ICP-OES のトラブルシューティングとメンテナンス:トーチ

トーチのクリーニングとメンテナンスの方法や、クリーニング後の
再取り付け、調整の方法を説明します。また、トーチのタイプに
ついても詳しく紹介します。今すぐ見る

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004794
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1003380
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1003381


アジレントの原子分光分析装置のポートフォリオ

原子分光分析の技術革新をリードするアジレントの装置 

アジレントは原子分光分析の分野に変革を起こしました。ICP-
QQQ、5110 SVDV ICP-OES、MP-AES といった画期的な新技
術により、AA 機器ソリューションなどの従来の元素分析技術が
用いられる分野において、アプリケーションの裾野がさらに広が
ります。

アジレントの原子分光分析ソリューションは、分析の新たな可能
性を拓きます。

詳しくはこちら: www.agilent.com/chem/jp
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